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連
合
は
、
10
月
6
日
、
都
内
で

第
17
回
定
期
大
会
（
2
年
に
1
度

の
隔
年
）を
開
催
し
た
。大
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
下
の

た
め
、
執
行
部
と
代
議
員
の
み
集

合
で
、
他
の
役
員
と
傍
聴
は
リ
モ

ー
ト
に
よ
る
ｗ
ｅ
ｂ
併
用
の
開
催

と
な
っ
た
。

「
安
心
社
会
〜
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
〜
す
べ
て
の
働
く
仲
間
と
と

も
に
『
必
ず
そ
ば
に
い
る
存
在
』

へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
向

こ
う
2
年
間
の
運
動
方
針
等
の
確

認
及
び
新
執
行
部
を
選
出
し
た
。

冒
頭
、
神
津
会
長
は
「
コ
ロ
ナ

禍
の
な
か
で
、
我
が
国
の
社
会
的

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
脆
弱
性
が

露
呈
し
、
弱
い
も
の
に
よ
り
深
刻

な
影
響
が
出
た
。
今
後
の
社
会
的

不
安
の
中
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

・
人
権
・
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
、

希
望
が
持
て
る
社
会
へ
と
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

労
働
組
合
も
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の

運
動
ス
タ
イ
ル
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
す

べ
て
の
働
く
仲
間
と
と
も
に
『
必

ず
そ
ば
に
い
る
存
在
』」
に
な
っ

て
い
く
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
」

旨
訴
え
た
。
ま
た
、
退
任
の
口
上

と
と
も
に
「
連
合
の
組
合
員
の
皆

さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て
新
し
い
体

制
を
支
え
て
ほ
し
い
。」
と
呼
び

か
け
た
。

感
染
対
策
の
関
係
上
、
来
賓
あ

い
さ
つ
は
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

な
り
、
ま
た
、
時
間
的
制
約
も
あ

り
、
運
動
の
経
過
・
会
計
報
告
の

後
、「
2
0
2
2
〜
2
0
2
3
年

度
運
動
方
針
」
等
が
次
々
と
上
梓

さ
れ
、
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
の
選
出
で
は
、
芳
野
友

子
会
長
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
）
を
は
じ
め
62

名
が
確
認
さ
れ
た
。
武
藤
国
公
連

合
委
員
長
も
中
央
執
行
委
員
と
し

て
再
選
さ
れ
た
。

芳
野
新
会
長
は
就
任
あ
い
さ
つ

で
「
私
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
は

非
常
に
厳
し
く
課
題
が
山
積
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
安
心

し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境

を
ど
う
整
備
し
て
い
く
か
。
ま
た

労
働
組
合
活
動
の
あ
り
か
た
も
岐

路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
一
人
で

も
多
く
の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
、
連
合
運
動
を
前
進
さ
せ
て

い
き
た
い
。」と
力
強
く
訴
え
た
。

最
後
に
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す

る
安
心
社
会
」
に
向
け
、
す
べ
て

の
働
く
仲
間
と
と
も
に
「
必
ず
そ

ば
に
い
る
存
在
」
と
し
て
の
連
合

運
動
を
切
り
拓
こ
う
！
で
結
ば
れ

る
「
大
会
宣
言
」
が
満
場
の
拍
手

で
確
認
さ
れ
、
閉
会
し
た
。

新体制のもと連合一致団結を確認

コロナ禍のなか－連合第17回定期大会開催－

連合に新しい風
―初めての女性の会長を選出―

議
長
団
に
は
、熊
木
代
議
員（
全

駐
労
）
と
倉
本
代
議
員
（
税
関
労

組
）
を
選
出
し
て
進
め
ら
れ
た
。

武
藤
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
で

は
、
引
き
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
厳
し
い
社
会
情
勢
の
も
と
、
職

場
や
地
域
で
安
心
・
安
全
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
展
開
や
国
公
連
合
運

動
の
前
進
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で

い
る
役
員
・
組
合
員
に
敬
意
を
表

し
た
上
で
、
様
々
な
自
然
災
害
か

ら
の
復
興
・
再
生
と
被
災
地
・
被

災
者
に
寄
り
添
う
支
援
を
継
続
す

る
こ
と
を
訴
え
た
。
ま
た
、
直
面

す
る
課
題
と
し
て
、
社
会
・
経
済

・
政
治
の
動
向
や
本
年
の
人
勧
に

基
づ
く
給
与
法
改
正
の
取
扱
い
、

人
事
院
の
退
職
手
当
見
直
し
調

査
、
定
年
引
上
げ
に
向
け
た
環
境

整
備
、
政
労
連
や
全
駐
労
の
取

組
、
国
家
公
務
員
の
労
働
基
本
権

問
題
等
に
つ
い
て
触
れ
、
組
織
強

化
・
拡
大
に
つ
い
て
は
、「
こ
の

1
年
間
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
『
運
動

の
見
え
る
化
・
見
せ
る
化
』
を
推

進
す
る
た
め
、
ｗ
ｅ
ｂ
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
取
組
を
展
開
し
て
き

た
。
2
0
2
1
年
度
も
ウ
イ
ズ
コ

ロ
ナ
の
取
組
を
継
続
せ
ざ
る
を
得

な
い
が
、
全
国
の
役
員
、
組
合
員

の
理
解
と
揺
る
ぎ
な
い
団
結
を
切

に
お
願
い
し
た
い
。」と
述
べ
た
。

来
賓
に
招
い
た
芳
野
連
合
会
長

か
ら
は
、「
全
国
で
公
共
サ
ー
ビ

ス
に
従
事
す
る
皆
様
が
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
な
ど
国
民
の
安
全
・
安
心

確
保
の
た
め
に
日
々
職
務
に
全
力

で
邁
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た

活
動
が
制
約
さ
れ
る
中
、
各
組
合

が
組
合
員
の
声
や
要
求
に
耳
を
傾

け
て
い
る
こ
と
な
ど
に
対
し
、
ご

奮
闘
・
ご
苦
労
に
敬
意
を
表
す

る
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
公

務
労
協
の
吉
澤
事
務
局
長
か
ら

は
、
給
与
法
を
め
ぐ
る
厳
し
い
展

望
と
役
員
交
代
に
伴
う
さ
ら
な
る

連
携
強
化
の
意
が
示
さ
れ
た
。

議
案
審
議
で
は
、
2
人
の
代
議

員
か
ら
共
闘
行
動
に
関
す
る
報
告

や
平
和
行
動
に
関
す
る
意
見
が
出

さ
れ
、
荘
司
書
記
長
が
執
行
部
見

解
を
述
べ
た
。
（
次
面
に
概
要
）

運
動
方
針
が
満
場
一
致
で
可
決

議
案
採
決
で
は
、
2
0
2
1
年

度
運
動
方
針
を
は
じ
め
と
し
た
す

べ
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
役
員
選
挙
で
は

全
員
が
信
任
さ
れ
、
武
藤
委
員
長

の
下
で
の
新
体
制
が
確
立
し
た
。

大
会
宣
言
で
は
「
わ
れ
わ
れ
が

直
面
す
る
数
々
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
も
構
成
組
織
と
の
連
携
を
強
化

す
る
こ
と
や
連
合
に
集
う
仲
間
を

中
心
に
公
務
・
公
共
に
対
す
る
理

解
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
重
要
」

「
労
働
組
合
と
し
て
の
社
会
的
責

任
と
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
連
合
が
め
ざ
す
『
働
く
こ
と

を
軸
と
す
る
安
心
社
会
』
が
実
現

す
る
よ
う
、
力
強
く
運
動
を
展
開

し
て
い
く
」
こ
と
を
確
認
し
、
大

会
は
閉
会
し
た
。

さ
ら
に
同
日
に
は
、
国
公
ユ
ニ

オ
ン
定
期
大
会
と
非
現
業
国
家
公

務
員
部
会
総
会
を
開
催
し
、
活
動

方
針
な
ど
を
決
定
し
た
。

第21回定期大会

主催者を代表してあいさつする武藤委員長

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
連
携
を
強
化
し
、国
公
連
合
運
動
を
発
展
さ
せ
、

良
質
な
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
確
立
さ
せ
よ
う
！

国
公
連
合
は
10
月
12
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
策
を
講
じ

な
が
ら
、
都
内
で
第
21
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
新
た
な
年
度
の
運
動
方
針
や
役
員

執
行
体
制
な
ど
を
確
立
し
た
。

国公連合「団結がんばろう」

芳野新会長

2
0
2
1
連
合
中
央
女
性
集
会

は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で

昨
年
に
引
き
続
き
ｗ
ｅ
ｂ
開
催
と

な
っ
た
。

集
会
は
、
連
合
発
表
で
1
0
6

4
ア
カ
ウ
ン
ト
が
参
加
し
（
一
つ

の
モ
ニ
タ
ー
で
複
数
が
視
聴
す
る

場
合
も
1
ア
カ
ウ
ン
ト
）、国
公
連

合
か
ら
は
67
名
が
視
聴
参
加
し
た
。

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
で
多
様
性

を
認
め
合
う
社
会
を
つ
く
ろ
う
！

〜
『
推
進
計
画
フ
ェ
ー
ズ
1
』
で

2
0
3
0
5
0
へ
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ

シ
ュ
〜
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
始

め
ら
れ
た
集
会
は
、
連
合
史
上
初

の
女
性
会
長
・
芳
野
会
長
か
ら
主

催
者
を
代
表
し
て
、「
ガ
ラ
ス
の
天

井
を
突
き
破
り
会
長
に
選
出
さ
れ

た
。
地
方
で
も
続
く
人
が
出
て
ほ

し
い
。
マ
ス
コ
ミ
に
会
長
候
補
と

し
て
名
前
が
出
た
と
き
、
多
く
の

女
性
た
ち
か
ら
喜
び
と
激
励
の
声

を
い
た
だ
い
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
社
会
を
目
指
し
て
、
男
女
に

関
係
な
く
困
っ
て
い
る
人
に
寄
り

添
い
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た

い
」
旨
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
井
上
総
合
政
策
推
進

局
長
（
国
公
連
合
特
別
中
央
執
行

委
員
）
か
ら
、「
連
合
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
計
画
フ
ェ
ー
ズ
1
（
2

0
2
1
�
10
〜
2
0
2
4
�
9
）」

を
中
心
に
基
調
提
起
が
さ
れ
た
。

基
調
講
演
は
立
教
大
学
・
首
藤

教
授
に
よ
る
「
男
女
平
等
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
た
労
働
組
合
へ

の
期
待
」。
テ
ー
マ
と
し
て
、
①

な
ぜ
、
女
性
参
画
が
必
要
な
の

か
、
②
な
ぜ
、
女
性
参
画
は
進
ま

な
い
の
か
、
③
今
、
労
働
組
合
に

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
か
、

の
3
つ
を
あ
げ
、「
女
性
に
深
夜

勤
務
な
ん
て
、
家
庭
が
あ
る
の
に

遅
い
時
間
ま
で
拘
束
で
き
な
い
」

「
女
性
は
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
な
ど
「
配
慮
」
が
行
き

過
ぎ
て
、
女
性
の
参
画
の
チ
ャ
ン

ス
を
奪
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
等
々
、
非
常
に
わ
か
り
や
す

い
話
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
井
上
局
長
が
進
行
役
と
な

り
、
首
藤
教
授
、
芳
野
会
長
、
清

水
事
務
局
長
が
会
場
か
ら
の
質
問

に
答
え
た
り
、
こ
れ
か
ら
の
連
合

の
運
動
へ
の
期
待
や
決
意
な
ど
を

述
べ
る
な
ど
有
意
義
な
セ
ッ
シ
ョ

ン
と
な
っ
た
。

最
後
に
、
集
会
ア
ピ
ー
ル
が
採

択
さ
れ
、
ｗ
ｅ
ｂ
開
催
で
あ
っ
た

が
非
常
に
充
実
し
た
集
会
と
な
っ

た
。

2
0
2
1
連
合
中
央
女
性
集
会

Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
・
Ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
・

Ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
！

―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
で
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
を
つ
く
ろ
う
！
―

トークセッションの様子

立教大学
首藤教授

世
の
中
に
は
『
不
利
益
不
遡
及
の

原
則
』
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
つ
ま

り
、
民
間
企
業
に
お
い
て
は
、
一
度

支
払
わ
れ
た
賃
金
を
過
去
に
遡
っ
て

引
き
下
げ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
ま

し
て
や
減
額
分
を
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス

か
ら
差
っ
引
く
な
ど
言
語
道
断
と
い

う
わ
け
だ
。
▼
し
か
し
、
民
間
給
与

と
均
衡
を
図
る
こ
と
を
基
本
に
調

査
、
分
析
、
比
較
し
て
内
容
を
決
定

す
る
現
下
の
人
事
院
勧
告
制
度
の
下

で
の
公
務
員
給
与
の
取
り
扱
い
に
は

こ
の
原
則
は
通
用
し
な
い
ら
し
い
。

▼
本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
例

年
ど
お
り
の
8
月
に
人
事
院
勧
告
が

行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
菅
前
内
閣
も
岸
田
新
内
閣
も
給

与
法
改
正
の
閣
議
決
定
す
ら
せ
ず
判

断
を
先
送
り
に
し
て
国
会
を
解
散
し

て
し
ま
っ
た
。
▼
一
時
金
の
0
・
15

月
減
は
あ
り
が
た
く
は
な
い
が
、
さ

り
と
て
『
不
利
益
不
遡
及
の
原
則
』

が
通
用
し
な
い
以
上
、
選
挙
結
果
が

ど
う
あ
ろ
う
と
も
、
こ
の
ま
ま
ス
ル

ー
と
い
う
わ
け
に
も
い
く
ま
い
。
▼

た
と
え
事
前
に
予
想
し
準
備
で
き
る

と
は
い
え
、
一
度
懐
に
入
っ
た
も
の

を
戻
さ
せ
る
と
い
う
や
り
方
は
、
悪

手
極
ま
り
な
い
。
で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
解
散
総
選
挙
後
は
速
や
か
に

特
別
国
会
を
開
き
、
年
末
手
当
で
の

減
額
調
整
が
間
に
合
う
よ
う
給
与
法

の
改
正
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
あ
る
。

【
智
】

不
利
益
不
遡
及
の
原
則

愛のカンパ金 募集
「連合愛のカンパ」は、人道主義の立場から「自
由、平等、公正で平和な世界の実現」に向け、社
会貢献活動として取り組むものであり、NGO・
NPO団体等の事業・プログラムへの支援を行っ
ています。皆様のご協力をお願いいたします。
取組期間：2022年1月まで
※詳しくは各組合へお問い合わせ下さい。

神
田
駿
河
台
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